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平成 24 年 8 月 24 日 

各 位  
                              会社名     タクトホーム株式会社 

代表者名 代表取締役社長 山本 重穂 
（コード番号    8915    東証第一部） 
問合せ先     社長室長    柴山 聡 
電話番号      042-464-8788 （代表) 

 
 

(訂正)「平成 24 年５月期 決算短信［日本基準］(連結)」の一部訂正について 
 
 
 平成 24 年 7 月 12 日に発表いたしました「平成 24 年５月期 決算短信［日本基準］(連結)」の記
載内容について、一部誤りがありましたので下記のとおり訂正いたします。訂正箇所には下線を付
して表示しております。なお、XBRL 数値データについては訂正はありません。 
 

 
記 

【訂正箇所】 
 添付資料 21 ページ 
４．連結財務諸表 
 (7) 未適用の会計基準等 

 
[訂正前] 
  － 
[訂正後] 
 （退職給付に関する会計基準等） 

・「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日） 

・「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年５月 17 日） 

(1）概要 

1.連結貸借対照表上での取扱い 

     未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務債務を、税効果を調整の上、純資産の部（その他

の包括利益累計額）に計上することとし、積立状況を示す額をそのまま負債（または資産）と

して計上することになります。 

2.連結損益計算書及び連結包括利益計算書上での取扱い 

     数理計算上の差異及び過去勤務債務の当期発生額のうち、費用処理されない部分については、

その他の包括利益に含めて計上し、その他の包括利益累計額に計上されている未認識数理計算

上の差異及び未認識過去勤務債務のうち、当期に費用処理された部分についてはその他の包括

利益の調整（組替調整）を行うことになります。 

(2）適用予定日 

平成 25 年６月１日以降開始する連結会計年度の期末から適用 

(3）当該会計基準等の適用による影響 

     連結財務諸表に与える影響は、主として数理計算上の差異を発生時に認識するため純資産が減

少する見込みですが、影響額については現時点で見積ることは困難であります。 
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【訂正箇所】 

添付資料 22 ページ 
４．連結財務諸表 
  (9) 連結財務諸表に関する注記事項 

（連結貸借対照表関係） 
 

[訂正前] 
  

当連結会計年度
(平成 24 年５月 31 日) 

※１ 担保に供している資産及びこれに対応する債務は次のとおりであります。 
  (1) 担保権の設定されている資産 
    販売用不動産                   1,000 百万円 
    仕掛販売用不動産                                  8,071 百万円 
    建物                                              1,174 百万円 
    土地                                              1,670 百万円 
    計                                               11,917 百万円 
 (略) 
 
 [訂正後] 

当連結会計年度
(平成 24 年５月 31 日) 

※１ 担保に供している資産及びこれに対応する債務は次のとおりであります。 
  (1) 担保権の設定されている資産 
    販売用不動産                     998 百万円 
    仕掛販売用不動産                                  8,056 百万円 
    建物                                              1,174 百万円 
    土地                                              1,670 百万円 
    計                                               11,900 百万円 
 (略) 

 
以上 


